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令和７年 第６回 美濃市教育委員会定例会 会議録 

 

１ 会議の日時 

開会 令和７年５月２８日（水）午後１時３０分 

   閉会 令和７年５月２８日（水）午後２時１３分 

 

２ 会議の場所 

   美濃市教育委員会 会議室 

 

３ 会議に出席した委員 

教育長          島田昌紀 

職務代理者        別府徹也 

   教育委員         中島正憲 

教育委員         服部政美 

 

４ 欠席した委員 

教育委員         長瀬秀子 

 

５ 議案説明のため出席した職員 

教育振興課長       芝田純也 

事務局長兼教育振興課主幹 清水晴絵 

   人づくり文化課長     清山 健 

   

６ 会議録記載のため出席した職員 

教育振興課総務係長    平田純也 

  

７ 会議の傍聴者 

０名 

 

８ 議事日程 

○島田教育長 

委員の過半数の出席をいただきましたので、ただ今から令和７年第６回教育委員会定

例会を始めさせていただきます。 

最初は私の方からお願いします。 

今回、多くのテレビ局や新聞社等で広く長期間にわたって取り扱われた、小学校１、

２年生の通知表の件に関して、お手元に保護者にお配りした資料があると思いますが、

その資料に沿って、それぞれの学校の保護者にご説明させていただきました。 

ご質問についてはいくつかありましたが、意見については、不安の声として「無くな
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ることが不安である。」というものが一件あり、「ぜひやってほしい。」という意見が一

件ありました。 

他はご質問で、例えば「３年生以上もやめることを考えているのか。」とか、「保護者

の懇談会ではどのような内容を伝えていただけるのか。」といった質問が数件ありまし

たが、概ね大きな不安等はなく、ご理解いただけたものと捉えまして、正式に実施して

いくことをマスコミに流したということです。 

その後、色々なところからご批判や応援する声をいただきました。特にインターネッ

トのヤフーコメントでは、辛辣な言葉で責めるようなコメントも読みました。 

私がインタビューを受けたので、私が責められたような気もしますが、意外と傷付か

ないというかショックを受けなかったです。 

批判も含めて賛否両論あるというのは、初めてチャレンジするという、人が歩いた後

を歩くのではなく、自分たちで道を作っていくということであり、つまり色々な教育活

動の改善、改革の一つであり、やってみないとわからないものですから、そういったこ

との一つであると受け取れば、誇れることであると感じています。 

なぜそのように思うかというと、美濃市が数年前から「ここから始める学校の未来プ

ロジェクト美濃」の中で、中学生の制服の見直しや医療連携による不登校対策、部活動

の地域展開、色々なパターンでの授業、泥んこになって遊ぶ活動を取り入れることなど、

各学校でも色々な挑戦をしていますので、そういったことの一つであると受け取れば、

良いことであると捉えました。 

教員からも特別な反応はありません。これまでやってきた取り組みの次に、通知表の

取り組みがあると受け取って、現場が進んでいると考えています。今年度については、

「子どもの権利宣言」も実施していますが、これも昨年までは無かったことで、これら

と同じように考えていただけていると思います。 

今日、美濃中学校と藍見小学校に行ってきました。 

藍見小学校では、ユニセフの方が授業をやってくださり、子どもの権利とは何かとい

うことを学びました。 

美濃中学校では、すでにその授業は終わっており、各担任から、ユニセフの授業では

世界規模の話として、飢餓に苦しんでいるとか戦争に苦しんでいるというような話が出

ましたが、美濃中学校での今日の話は、私たちの身の周りではどうであるか、大事にさ

れていない権利があるか、というようなことを、自分たちで考えて発表するような授業

でした。 

例えば、意見を表明するという点では、「校則について僕らは意見を表明していない

のではないか。」という意見や、虐待についてや、子ども同士の喧嘩で暴力が起こる、

というような話も出ていましたので、ユニセフで学んだ世界規模の話が、段々と身近な

問題、身近な自分たちの権利に移ってきていると感じました。 

私からは以上です。 

 

〇島田教育長 
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次に、「諸般の報告」及び「教育委員会後援等名義使用許可」については、報告等

を省略させていただき、議案集をご覧いただいた中でご質問等がございましたら、お

受けさせていただきます。いかがでしょうか。 

 

〇島田教育長 

無いようですので、日程に入ります。 

日程第１ 会議録署名委員の選出ですが、本日の会議録署名委員に服部委員を指名

させていただきます。よろしくお願いします。 

 

〇島田教育長 

  次に、日程第２ 会期の決定ですが、本会議の会期は、本日１日間とします。 

 

〇島田教育長 

  日程第３ 議事に移ります。 

最初に、議第１２号「学校給食センター運営委員会委員の委嘱について」を議題と

します。事務局からの説明を求めます。 

 

〇芝田教育振興課長 

  学校給食センター運営委員会委員の委嘱について 

  議案集・資料に基づいて説明 

 

〇島田教育長 

  ただいま、事務局から説明がありました議第１２号について、ご意見、ご質問等は

ありませんか。 

 

〇島田教育長 

ないようですので、議第１２号「学校給食センター運営委員会委員の委嘱について」

は原案のとおり決定してもよろしいでしょうか。 

 

○委員 

  異議なし 

 

〇島田教育長 

  ご異議がないようですので、議第１２号について原案のとおり決定します。 

 

〇島田教育長 

次に、議第１３号「美濃市公民館運営審議会委員の委嘱について」を議題とします。

事務局からの説明を求めます。 
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〇清山人づくり文化課長 

  美濃市公民館運営審議会委員の委嘱について 

議案集・資料に基づいて説明 

 

〇島田教育長 

  ただいま、事務局から説明がありました議第１３号について、ご意見、ご質問等は

ありませんか。 

 

〇島田教育長 

ないようですので、議第１３号「美濃市公民館運営審議会委員の委嘱について」は

原案のとおり決定してもよろしいでしょうか。 

 

○委員 

  異議なし 

 

〇島田教育長 

  ご異議がないようですので、議第１３号について原案のとおり決定します 

 

〇島田教育長 

  日程第４ 報告事項に移ります。 

最初に、報告事項１について、事務局からの説明を求めます。 

 

〇芝田教育振興課長 

  報告事項１「美濃市学校選択制に関する要綱の一部を改正する要綱について」 

議案集・資料に基づいて説明 

 

〇島田教育長 

  ただいま、事務局から説明がありました報告事項１について、ご意見、ご質問等は

ありませんか。 

 

○服部委員 

  改正の経緯はどういったものでしょうか。 

 

〇島田教育長 

  利用したいという方が多く、特に転居に伴って学校を変わらなければならないこと

に対し、元の学校に通いたいという方がいて、例えば新たな学校に２年間通ってから

元の学校に戻るということもなかなかできないため、保護者の方の利便性やご都合に



- 5 - 

 

合わせられるようにという趣旨です。 

 

○中島委員 

  送り迎えは親が実施するのですか。 

 

〇島田教育長 

  基本はその通りですが、校区の境目の近くに転居された方が隣の町内の子どもたち

と一緒に通うこともあります。 

 

○中島委員 

  スクールバスはありませんか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  従来のスクールバスの路線以外では運行していませんので、その路線内での転居で

あれば使えますが、例えば牧谷の子どもが美濃小に来ることはできません。 

 

〇島田教育長 

次に、報告事項２から報告事項５について、事務局からの説明を求めます。 

 

〇芝田教育振興課長 

  報告事項２「美濃市士幌町体験交流事業実行委員会設置要綱の改正について」 

報告事項３「美濃市夢わくわく体験事業実行委員会設置要綱の改正について」 

報告事項４「美濃市地域クラブ支援事業補助金交付要綱の改正について」 

報告事項５「美濃市地域未来塾事業実施要綱の改正について」 

議案集・資料に基づいて説明 

 

〇島田教育長 

  ただいま、事務局から説明がありました報告事項２から報告事項５について、ご意

見、ご質問等はありませんか。 

 

〇中島委員 

  名称が地域振興課になったというのは、県がそのようになったから変更されたので

すか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  美濃市独自で変更しました。県内の自治体では、同様に同じになっているところや、

もっと細分化されているところなど、市町によってまちまちです。 
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〇中島委員 

  中濃庁舎にある教育事務所は振興課にはなっていないのですか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  あちらは県教委となりますが、教育支援課と学校職員課との二つの課になっていま

す。 

 

〇中島委員 

  県事務所であると振興課となると子育ての関係ですね。これは美濃市独自のものと

いうことですね。 

 

〇芝田教育振興課長 

  県事務所ではそのようなものが課内にあります。これは美濃市独自のものです。 

 

〇中島委員 

  これは教育委員会の中の課ということですか。 

 

〇島田教育長 

教育委員会の中の課として新たにできました。 

 

〇別府委員 

  地域クラブについてですが、資格を必ずとっていないと指導者として立てないとい

うことで、より厳格化されているそうですが、資格を取る際に結構費用がかかるとい

うことを聞きます。そこまでしてまで指導したくないという声も聞きますので、補助

があることは良いことだと思います。 

 

〇芝田教育振興課長 

  全額を出すことができないので大変申し訳ないです。 

 

〇別府委員 

  規模の大きいクラブであれば会費で集まるかもしれませんが、人数の少ないクラブ

では大変だと思います。 

 

〇芝田教育振興課長 

  競技の種目によっては、指導のための資格とは別に、審判の資格もあったり、更新

の期間も種目によって違い、金額も違ってきます。 

 

〇別府委員 
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  以前と比べて厳格化されたのですか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  資格のない人が指導しているとならないようにしたいと思っています。 

 

〇別府委員 

  少しでも補助になるのであれば、良いと思います。 

 

〇島田教育長 

次に、報告事項６から報告事項８について、事務局からの説明を求めます。 

 

〇芝田教育振興課長 

報告事項６「美濃市いじめ問題対策連絡協議会の委員について」 

報告事項７「美濃市いじめ問題対策委員会の委員について」 

報告事項８「美濃市教育支援委員について」について 

議案集・資料に基づいて説明 

 

〇島田教育長 

  ただいま、事務局から説明がありました報告事項６から報告事項８について、ご意

見、ご質問等はありませんか。 

 

〇中島委員 

  連絡協議会について、年１回の開催とはどういうことですか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  美濃市の中のいじめに関する学校の状況の説明をし、学校の様子を知っていただく

ということと、もう１つは市の方針や学校の方針をお伝えすることと、もしも学校で

何かあったときや、学校外から子供たちの様子を見て、お気づきになられたことのご

意見をいただいて、学校でもそれが生かせていけるとよいということで、毎年関係の

方々に、集まっていただいて顔合わせをして、何か事があったときにはその方々にお

力をいただけるように、顔つなぎもしたいということもありまして、そういう意味で

の連絡協議会でございます。 

 

〇中島委員 

  連絡協議会と問題対策委員会、教育支援委員会の内容は何が違いますか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  連絡協議会は関係の方々との連絡のための会議で、問題対策委員会は、メンバーの
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方を見ていただくと、弁護士の方ですとか、大学の先生、心理士の方であり、本当に

学校の中でいじめの重大事態が起こったときには、こういう方々のご意見をいただき

ながら、それを解決していきたいということで、集まっていただいています。 

これについては、事があれば臨時にでも開いて、その対策をご意見いただきながら

進めていくということになりますので、そのための委員となります。 

 

〇中島委員 

  第三者委員会となりますか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  第三者とは少し違います。美濃市が声をかけて集めているので、純粋な第三者とは

言えません。 

  教育支援委員会については、いじめとは違いまして、学校の中で知的障害とか発達

障害とか、言葉がなかなかうまく出ないとか、特別支援学級に関わるようなお子さん

たちが、どういう支援を受けたらよいか、どこの学級で指導を受けたら良いか、もし

くは美濃市の学校ではなく、特別支援学校に行った方がいいのではないか、というよ

うなことを検討していただくような委員さんたちの会ですので、ここの中には小児科

専門の中濃病院の先生や、大学で専門に研究していらっしゃる方、福祉部局の方も入

れながら、子どもたちの今後の育ちのことについて検討をしている、年３回の会議と

なります。 

 

〇中島委員 

  美濃市が作ったこども家庭センターとは、繋がりはないのですか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  あちらは家庭の支援のためのセンターで、学校の中でどんな教育をというところで

は、アドバイスをいただくこともありますが、支援センターの方は家庭への支援、親

への支援が中心になってきます。 

この会議は、子供たちが学校でどんな学びをするかを検討する会議です。 

 

〇島田教育長 

  子供の学びの場を保護者にアドバイスするところで、たくさんの人の目で見て、判

断する会議です。特別支援学級のほうがいいのではないですか、とか、通級指導を受

けたほうがいいのではないですか、とか、通常学級でいいと思いますよ、などと助言

しています。 

 

〇中島委員 

  それは個人的に行っているのですか。 
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〇島田教育長 

個人個人です。約１４０人が検討にあがります。 

 

〇芝田教育振興課長 

例えば、今回中学校１年生に入学しているお子さんで、美濃中に通っている子は、

肢体不自由ですが、通常学級での在籍で進学して勉強しています。ところが、昭和中

学校へ入学した肢体不自由のお子さんは、肢体不自由学級、特別支援学級の在籍にな

っています。 

これは、肢体不自由学級での学びがいいですね、という助言が出たとしても、保護

者との相談の中で、片方は支援学級で支援を受けながら、この子のために学ぶことを

望まれましたし、もう片方はうちの子は卒業して将来社会に出たときに、社会の中で

過ごしていくという力を身につけさせたいので、通常学級にしてもらいたいという、

それぞれの保護者の思いも一緒に考えています。 

今は、インクルーシブという考え方があるので、障害のある子であっても通常学級

の中での学びを成立させていこうという考えもありますので、どちらでも対応できる

ように、助言という形では出しますが、決定事項ではなく、保護者との相談の中で決

めていくことになります。 

 

〇中島委員 

  学校それぞれに支援学級はありますか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  あります。 

 

〇中島委員 

  自分の小学校から他の学校に行かなければならないようなことはないですか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  言葉の教室だけは美濃小にしかないので、言葉の訓練を受けたいという子は、保護

者が美濃小まで送っていって、美濃小で授業を受けてまた帰ってくるというようにな

っていますが、それ以外のものは自分の学校で支援を受けられるようになっています。 

 

〇服部委員 

  これは、先生が先に気付いて相談されるのか、保護者から相談されるのですか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  両方です。保護者から、うちの子が授業になかなか集中できないとか、園の頃から
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思ってみえる方は、入学の頃からそういう相談にいらっしゃいますし、保護者はそう

思っていなくても、学校の中でお子さんが授業中や休み時間とかに困っている様子を

見て、「お母さん、実はあのお子さんこんなふうなんですけど」と言って、一度調べ

てもらおうかということで、例えば病院で診てもらって、お医者さんから助言をもら

って、そのアドバイスの通り学校でこんなことをしていく、学校では、家庭ではこう

いうことに気をつけてお子さんに接していくということを、お伝えする家庭もありま

す。また病院で診断名をもらって、診断名による療育手帳をもらって、特別支援学級

に入る、とか、ゆくゆくは特別支援学校の中等部、高等部に入れたいね、とかと言わ

れる方もいて、これからもお子さんの育ちのところと、今の困っているところの両方

を保護者と相談しながら、今はどうしていくということを考えていくというようなこ

とを、何回か保護者と相談しながら進めています。 

 

〇中島委員 

  昔というか僕らの頃は、恥ずかしいからそんなところに入れたくないという人が結

構あって、入れた方が子どものためにはいいのではないか、というような状況は、今

は無いですか。 

 

〇芝田教育振興課長 

  お母さんは我が子を支援学級に入れたいけれど、おじいちゃんおばあちゃんが反対

するのでといって、お母さんが家庭の中で板挟みになっているような話を、ちょっと

前まで聞きました。 

また、なかなかご夫婦の間でのご意見が合わないとか、おじいちゃんおばあちゃん

とお父さんお母さんとの間で意見が合わないという話も聞くことはあります。 

 

〇服部委員 

  私は同居していたので、すごく感じています。 

  おじいちゃんおばあちゃんは離れているので気付きにくい部分もあると思います

が、うちは通知表を見るタイプで、ここをもう少し頑張らないと、と子どもにパッと

言ってしまって、余計なことを言ってくれるな、となりましたけど、どちらの味方を

するわけにもいかなかったです。 

 

〇中島委員 

  通知表の件ですが、先日会議があって、おじいさんおばあさんに通知表が渡らない

ことはだめじゃないのかという意見があり、そのために通知表はあるというようなこ

とを言われました。 

 

〇服部委員 

  家族に共有しろということですか。 
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〇中島委員 

  親は学校に行って子どものことをよく知っているけれども、祖父母が見て判断する

物が無くなってしまうではないか、という人もみえたので、祖父母はそんなに関心を

持っているものなのかと思いました。 

 

〇芝田教育振興課長 

  そういう考えであれば、家庭でお父さんお母さんが、ちゃんとお話をしてもらえば

いいですよね。 

 

〇中島委員 

  だからそれをやっていないので、通知表を渡すだけなのかとか思いました。 

 

〇服部委員 

  おじいちゃんおばあちゃんの世代は、先生は偉い人だ、というものがあります。先

生の言うことをちゃんと聞かないといけないと育てられたし、先生の言うことは間違

いない、というようなこともある。社会全体がそういう雰囲気でしたね。 

今は大分変わってきて、先生がかなり低い位置にいらっしゃるような気がして、こ

れはどうかと思いますけれども。 

だから今の親はそれほど気にしていなくても、おじいちゃんおばあちゃんたちは、

先生の評価を聞きたいと思われる方が多いと思います。 

 

〇島田教育長 

特別支援学級とか、特別な支援を受けることに対してのハードルは、昔と比べたら

下がってきていると思います。比較的、その子にとっていい教育を受けさせたいと思

う保護者が、以前よりは増えてきていると思いますし、実際特別支援学級もすごく増

えてきています。 

昔で言うと、知的な特別支援を受けることしかなかったですが、今はいわゆる情緒

的な、学力は全然問題ない子もたくさんいますので、通常の学級と同じ学びを少人数

でやっているという特別支援学級もあります。 

成績などは全部一緒ですので、高校も普通に行きますし、何のハードルの高さもな

いですので、そっちの方を望まれる方も結構多いです。 

一概に、昔の感覚でいう特別支援学級と今の特別支援学級はちょっと違います。 

 

〇中島委員 

  そういうところが良いという理解はしてないかもしれないですね。 

 

〇島田教育長 



- 12 - 

 

そうですね。なかなか先生がお年寄りを相手に、例えば一対一で話すことはあまり

ないです。教えてくれと言われれば教えるので、全くないということはないですが、

保護者の方に責任をもって、家でちゃんと説明して相談してくださいというのが基本

です。 

 

〇服部委員 

  質問ですが、途中で気付くグレーゾーンの子がいると思いますが、入学のときは、

いけるかなと思っていても、ちょっとずつ特性が強くなってきているなと思ったとき

に、親として、特に一人目の子だと、無知なので良くわからないが、どういう支援が

あるかというのも、入学式で説明されてないですから、困っていても、声を上げられ

なかったということがありました。 

小学校入学をするタイミングでいいと思いますが、こういう支援があるということ

を、すべての親子に対して、一回教えていただけないと支援があることを知らないと

いうことがありましたので、一度全ての保護者に伝えていただきたいと思います。 

 

〇島田教育長 

私がまだ中有知小の時に、その時は校長講話ということで、秋に特別支援教育につ

いて、すべての保護者を対象に特別支援教育とは何かと、その時は虐待についても説

明しました。 

適切な教育を、早い段階から受けさせることは決して悪いことじゃないということ

をお話しさせてもらいました。 

 

〇服部委員 

やはり今までは、その時に特性のある子にしか説明してなかったと思うので、一回

皆が集まっているところで、こういう支援があります、ということや、それを聞いて

いつでも相談に来てください、というようなことを伝えていただけるとありがたいで

す。よろしくお願いします。 

 

〇島田教育長 

  他によろしいですか。 

 

〇島田教育長 

では、ここで議題に追加させていただきます。 

将来の学校のあり方について、いろいろ検討をさせていただき、５月１２日に過去

の検討委員の皆さんに対して、これまでの経緯、また市民の声といった情報を全てわ

かっている市民検討委員の皆さんに、これまで提示した３つの案で学校を何校にする

かということと、いつ頃までに学校を再編成するかという案をもとに、委員の皆さん

の考えをお聞きしました。 
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委員の皆さんは、これまでに言いたいことは言ったので、もう教育委員会で決める

時期じゃないかという意見をおっしゃいました。もう僕らはそれを応援するから、と

いう表現で言われた方もありました。 

その時に１２人のうち８人の議員さんも聞いておられました。 

その後５月２６日に、議員さん方お一人お一人の今の考えもお伺いしました。 

小学校１校、中学校１校でいいという方もあれば、小学校２校、中学校１校がいい

という方もあり、小学校２校、中学校２校がいい、小学校３校、中学校２校いいとい

う、色々なご意見がありました。 

でも、どれかに決めなければ、私たちとしても、議会を通らないと決まらないし、

全然動かないので、議案として６月議会に上程させていただこうと思っています。 

６月の最初の月曜日に、議案を最初に出す日になります。その後、議員さん方にそ

の議案について、検討をしていただいて、最終的にはどうするかというところで手を

挙げていただく、要は賛成か反対で手を挙げていただくという流れで考えています。 

過去にも、教育委員の皆さんからもご意見をお伺いしましたが、私としては、小学

校２校と中学校１校にするということで、上程をさせていただきたいと考えています。 

その根拠については、これまでも何度も申し上げてきたように、この先６０何人と

いう人数になっていく前提の中で、すべての学校が単学級になっていくということを

考えると、ある程度の人数の中で、子供たちが育っていくこと、行っていくことが、

メリットが大きいということです。 

これは議会からの提言に、学校選択制を残して欲しいということもありましたが、

小学校については、数を増やせば増やすほど全部単学級になる可能性も当然高くなり

ます。これでは、何のための再編成だかわからないということになりますので、小さ

い学校を１つと、大きい学校１つという形で、小学校については考えています。 

中学校については、これからだんだんと社会に出ることになり、中学校卒業からす

ぐに社会に出ることもありますので、それを考えたときに、あまり小さい学校よりも、

大きい学校で生活していった方が、子供にとって良いのではないかということと、学

校選択制は使えませんが、中学生は受験を控えて、学ぶという言葉は小学生よりも意

識します。そういった意味で学校の中に、学びの場として機能する校内の教育支援セ

ンターを新しく設置するとか、この教育委員会も場所が開いた学校があればそこに移

転し、ほほえみ教室をもう少し充実させるというようなことも含めた見通しの中で、

中学校については１校でいきたいと考えています。 

昭和中学校も、いずれは１学年が２０人程の学校になってしまいますので、今まで

言ってきた通り、学級編成も限られるとか、１回トラブルが起こったときに対応が難

しいというようなこともあり、上程させていただこうと考えています。 

これまで、教育委員の皆さんには、もう随分早い段階からお話をお伺いしましたし、

市民の皆さんはもちろん、検討委員、そして議員の皆さんからそれぞれお話をお伺い

して、どこかで判断しなくてはいけないということで、そういう提案でいきたいと考

えています。 
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このことについていかがでしょうか。特によろしいでしょうか。 

 

〇中島委員 

  よろしいのではないでしょうか。 

 

〇島田教育長 

  ありがとうございます。 

 

〇島田教育長 

他によろしいですか。 

他にない様ですので、ここまでとさせていただき、次回６月の第７回定例会の日程

について、事務局から説明させていただきます。 

 

〇芝田教育振興課長 

６月の定例会 ６月２７日（金）午後１時３０分～  

美濃市教育委員会 会議室で調整 

 

〇島田教育長 

それでは、６月の第７回定例会は６月２７日（金）午後１時３０分から、教育委員

会会議室で開催させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、令和７年第６回美濃市教育委員会定例会を閉会します。ありが

とうございました。 


